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令和２年 12 月３日（木）６校時 
１ 単元のデザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

指導について 

本単元の指導において，次のような工夫を図る。 

一人一人が，筆者の見方や考え方に基づいて，自分の感想や考えが持てるよう，様々な事例を

共有する場所として「Go To ハウス キャンペーン」という言語活動を設定している。単元の終末

に，ポスターセッションで友達と伝え合うことで，多くの事例によって自分の感想や考えが深ま

ったことを実感させたい。 

また，教材文の読み取りにおいて，段落相互の関係に着目しながら考えとそれを支える事例との関

係について叙述を基に捉えられるよう，単元の初めに教材文の一部を示し，事例の効果に着目できるよ

うにする。 
さらに，筆者によって書かれた関連の図書資料や新聞資料の並行読書を行っていくことや，事

例が増えた段階で意図的・計画的に振り返りを行うことで，深い学びの実現を図りたい。 

教材について 
本単元では，自分で調べた家について「Go To ハウス キャンペーン」で紹介するという言語活動

を設定している。筆者の世界の家についての考えが明確にしめされていることや，関連の図書資料，

新聞資料が豊富であることから，調べ学習を行い，より多くの事例をから筆者の考えに対する自分の

感想や考えが深まることが期待できる。 
また，教材文が「始め・中・終わり」の文章構成になっていないことも特徴であり，筆者の考えが

先に述べられ，後に事例が続くことから，事例の効果を実感させやすい。内容だけでなく，文章構成

についての筆者の工夫を読み取る上でも適した教材である。 
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ようこそ！ Go To ハウス キャンペーン 

「人をつつむ形―世界の家めぐり」 

本単元の目標 
（１）考えとそれを支える理由や事例との関係を理解することができる。  〔知識及び技能〕（２）ア        
（２）段落相互の関係に着目しながら考えとそれを支える理由や事例との関係について叙述を基に捉え

ることができる。                   〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃア 
（３）文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつことができる。 

 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ 
（４）言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合お

うとする態度を養う。                    「学びに向かう力，人間性等」 

児童について 

本学級の児童は，「自然のかくし絵」で段落の役割について意識しながら読むこと，「パラリンピッ

クが目指すもの」で中心となる語や文を見つけて要約することを学習してきている。事例について筆

者の考えを支えるものであるということは理解できているが，事例の段落を要約することのできる児

童は３割程度である。また，自分の考えや感想の持ちにくい児童は約２割いるが，自分の考えや感想

を友達と伝え合うことに意欲的で，時間がかかっても自分の考えをまとめようとすることができる。 

単元で取り上げる言語活動 

自分の選んだ家について「Go To ハウス キャンペーン」で紹介する。 
（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ） 



２ 単元の評価規準 

 

３ 指導と評価の計画（全 11 時間）（本時 10/11 時間） 

次 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

一 〇教材文で学習したことを生かし

て，自分の好きな家について紹

介するという学習の見通しをも

つ。（１） 

 

〇筆者による関連の図書資料や新聞資料

を示し，なぜ筆者が世界の家巡りをし

ているのか疑問を持たせる。 
〇教材文の一部を示し，筆者の考えを捉

えさせ，その後全文と比較させ，単元

を通して事例について着目できるよう

にする。 

 

二 〇教材文を読み，筆者の 
考えとそれを支える 
事例との関連につい 
て読み取る。 

・文章全体の構成を把握し 
ボリビアやルーマニアの 
事例について読み取る。 

・モンゴルの家について筆 
者の考えと関連させなが 
ら読み取る。（１） 

・チュニジア，セネガルも 
同様に読み取る。 
（２） 

 

〇モンゴルの事例を取り上げ，小見出し

があると，内容の中心が一目で捉えや

すいことに気付かせる。また，「土地の

とくちょう」「地元の材料」「人々のく

らし」の観点で内容を整理させること

で，筆者の考えと事例とのつながりを

実感させる。 
〇教材文の一部を示した場合と，３つの

事例を学習した場合とを比較させ，事

例が増えることで筆者の考えがより深

く理解でき，納得感が増すことに気付

かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①考えとそれを支える理由や

事例との関係を理解してい

る。（（２）ア） 

①「読むこと」において，段落相互

の関係に着目しながら考えとそれ

を支える理由や事例との関係につ

いて叙述を基に捉えている。（Ｃア） 
②「読むこと」において，文章を読

んで理解したことに基づいて，感

想や考えをもつことができてい

る。（Ｃオ） 

①進んで，筆者の考えを読み取

り，自分の感想や考えを持つと

いう学習の見通しを持って

「 Go To ハウス キャンペー

ン」を行おうとしている。 

〔知識・技能①〕 
ノート 
・３つの事例が筆者

の考えを支えて

いることについ

て記述している。 

 

関
連
の
図
書
，
新
聞
資
料
の
並
行
読
書 

〔思考・判断・表現①〕・

ワークシート 
・筆者の考えに基づ

いて，事例の内容

についてつなが

りを捉え書き込

むことができて

いる。 



三 〇自分の選んだ家について「Go To 

ハウス キャンペーン」で紹介

し，感想を交流する。（５） 
・世界の家から自分の好きな家を選び

筆者の考えに基づいて，内容を整理

する。（２） 
・地域ごとのグループで調べたことを

交流する。（２） 
・「Go To ハウス キャンペーン」を行

い，感想を交流する。（１）（本時） 

◯教材文の事例以外の家でも自分の選ん

だ家について調べさせることで，筆者

の考えに基づいた感想や考えが持てる

ようにする。 

◯地域ごとのグループで発表させること

で，土地の特徴や人々の暮らしと家の

作りや材料にはつながりがあるという

筆者の考えを確かめることができるよ

うにする。 
◯ポスターセッションの形式で，３つの

グループに分かれ，調べた家について

伝え合う際は，話し手も聞き手も筆者

の考えとつながっているかどうかに焦

点化させる。 

〇感想を交流する場面や，その後の振り

返りでは，教材文をこえて事例を知る

ことで筆者の考えに対する自分の感想

や考えが深まったことを自覚できるよ

うにする。 
 
 

 

四 ◯単元の学習を振り返り，単元末

テストを行う。（１） 
◯事例の効果や，自分の感想や考えにつ

いて振り返らせ，自らの学びを自覚さ

せる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

〔思考・判断・表現①〕

ノート 
・筆者の考えを基に

して，世界の家に

ついて自分の感

想や考えをもつ

ことができてい

る。 

〔主体的に学習に 
取り組む態度①〕 

ワークシート・観察 
・自分の家について

調べる際には，筆

者の考えに基づ

いているかどう

か考えながら，自

分の感想や考え

を持とうとして

いる。 



４ 本時の展開  

（１）本時の目標 

 
 
 
 
（２）本時の展開 

学習活動 
「主な発問」（思考の場） 
・予想される児童の反応 

◇指導上の留意事項 
◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

○評価規準 
〔観点〕 

（評価方法） 
１ 前時の学習を振り返り，本時のめ

あてを確認する。 
 
 
 
 
２ 「 Go To ハウス キャンペーン」

をポスターセッションで伝え合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 全体で感想を交流し，まとめを書

く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学習の振り返りをする。 
 

◇前時を振り返り，筆者の考えに基づ

いて「 GO TO Travel キャンペーン」

を行うよう促す。 

 

 

 

◇発表する際，グループのリーダー

に，感想や考えを伝える際には，家

の造りのおもしろさに終始するの

ではなく，常に筆者の考えとつなが

っているのかを確認させる。 

◆話すのが苦手な児童には，一目見て

「土地のとくちょう」「人々のくら

し」「地元の材料」「家のつくり」が

分かるようなポスターを作ってき

たことを伝えるとともに，聞き手に

考えや感想を引き出すよう声をか

ける。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇筆者の考えを基に，

世界の家について

自分の感想や考え

をもつことができ

ている。 
〔思考・判断・表現①〕

（ノート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小松さんの考えとつなげながら，自分の感想や考えをまとめよう。 

○期待される児童の姿（振り返り例） 
はじめは，たくさんの家について，小松さんの考えがすべて当てはまるか分からなかったけ

ど，たくさんの事例を知ることで，小松さんの考えがよく分かった。やっぱり，家は人を包ん

でいると思った。 

「Go To ハウス キャンペーン」を行い，筆者が考える世界の家について自分の感想や考えをまと

めることができる。（Ｃオ） 

 世界にはいろいろな家があるけれど，どの家も小松さんの考えの通りに

なっていることが分かった。 



（３）板書計画 
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○め
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・
聞
き
手
は
行
き
た
い
国
を
選
び
，
話
し
手
は
順

番
に
し
ょ
う
か
い
す
る
。
し
ょ
う
か
い
し
た

ら
，
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
。 

 

・
全
員
が
し
ょ
う
か
い
し
た
後
は
，
交
流
タ
イ
ム

で
聞
き
手
も
自
分
の
感
想
や
感
想
を
伝
え
る
。 

 

・
時
間
が
来
た
ら
，
聞
き
手
は
次
の
グ
ル
ー
プ
に

移
動
す
る
。 

 


